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作
成
後
の
対
応
は
？

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
白
書

結
城　

繁　

議
員

問　

こ
こ
数
年
、
全
国
的
に
イ

ン
フ
ラ
崩
壊
危
機
に
あ
る
。
市

は
全
国
に
先
駆
け
、
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
白
書
を
発
行
し

た
が
、
そ
の
後
の
展
開
は
。

政
策
推
進
部
長　

周
知
と
い
う

こ
と
で
、
政
策
情
報
誌
「
蘖

ひ
こ
ば
え

」

に
２
度
掲
載
し
た
。

問　

白
書
に
は
、
公
共
施
設
の

減
価
償
却
（
※
１
）
の
考
え
方

が
入
っ
て
い
る
が
、
今
ま
で
公

会
計
で
や
っ
て
き
て
い
た
の
か
。

政
策
推
進
部
次
長　

個
別
施
設

の
減
価
償
却
費
を
コ
ス
ト
と
し

て
考
え
た
の
は
初
め
て
。

問　

こ
う
い
う
形
で
出
た
こ
と

は
評
価
。
公
会
計
を
企
業
会
計

み
た
い
な
方
式
に
す
る
考
え
は
。

財
政
部
次
長　

市
の
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
（
※
２
）
は
、
世
代
間

の
負
担
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
先
は
、
建
物
情
報
の
一
元

化
が
図
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、

保
全
台
帳
を
整
理
す
る
必
要
が

あ
る
。

問　

一
元
化
は
一
番
必
要
。
そ

の
時
に
、
担
当
部
署
を
設
け
る

必
要
性
が
あ
る
と
思
う
が
、
そ

の
考
え
は
。

市
長　

施
設
の
複
合
化
や
、
新

し
い
対
応
が
見
え
る
民
間
人
を

持
っ
て
く
る
こ
と
が
、
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
や
っ
て
い

る
本
当
の
意
味
だ
と
思
う
が
、

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
見
え
て
い
な

現
状
の
交
通
量
は
。

答　

24
時
間
の
交
通
量
で
、
ふ

れ
あ
い
道
路
は
、
約
１
万
９
１

０
０
台
。
国
道
２
９
４
号
は
、

約
２
万
２
０
０
０
台
。

問　

交
通
量
か
ら
も
二
分
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
道
路
の
維

持
管
理
に
市
民
の
税
金
を
使
う

こ
と
に
疑
問
を
感
じ
る
。
国
道

や
県
道
へ
の
移
管
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
努
力
を
し
て
き
た
か
。

答　

市
長
会
を
通
し
て
、
県
道

へ
の
昇
格
を
要
望
し
て
い
る
。

今
後
も
要
望
し
て
い
き
た
い
。

問　

江
戸
川
学
園
か
ら
戸
頭
ま

で
の
ふ
れ
あ
い
道
路
は
、
商
業

施
設
は
お
ろ
か
住
宅
さ
え
ま
ば

ら
。
道
路
の
両
側
が
市
街
化
調

整
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、

方
針
を
変
更
し
て
、
商
業
施
設

や
宅
地
開
発
を
誘
導
し
、
税
収

を
増
加
さ
せ
る
考
え
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長　

今
の
と
こ
ろ

話
は
出
て
い
な
い
が
、
開
発
等

を
進
め
る
べ
き
と
い
う
認
識
は

持
っ
て
い
る
。

旧
東
急
ビ
ル
再
開

加か

増ぞ
う　

充み
つ

子こ　

議
員

問　

旧
東
急
ビ
ル
再
開
の
必
要

性
に
つ
い
て
、市
長
の
考
え
は
。

市
長　

事
業
者
が
再
開
に
向
け

て
最
大
限
努
力
を
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。
再
開
の
話
が
あ

れ
ば
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
が
か
な

う
と
こ
ろ
で
で
き
る
協
力
の
仕

方
は
あ
る
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

対
応
し
た
い
と
い
う
こ
と
は
、

か
ね
て
よ
り
申
し
上
げ
て
い
る
。

問　

具
体
的
に
は
。

都
市
整
備
部
長　

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
は
健
在
。
話
が
あ
れ

ば
検
討
に
入
っ
て
い
き
た
い
。

問　

公
共
施
設
導
入
に
つ
い
て

の
協
議
は
。

都
市
整
備
部
次
長　

協
議
の
中

で
出
て
い
る
が
、
具
体
的
に
検

討
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

問　

ウ
ェ
ル
ネ
ス
プ
ラ
ザ
に
含

ま
れ
る
真
に
必
要
と
す
る
公
的

施
設
は
、
東
急
ビ
ル
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
ビ
ル
復
活
も
可

能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

ウ
ェ
ル
ネ
ス
の
根
っ
こ

れ
先
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
か
。
小
学
校

統
廃
合
の
中
、
学
校
の
跡
地
利

用
の
観
点
か
ら
、
複
合
施
設
を

創
設
し
、
そ
の
一
角
に
組
み
入

れ
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
保
育

所
等
に
通
う
障
害
児
に
対
し
、

専
門
的
支
援
を
行
う
訪
問
支
援

の
創
設
を
求
め
る
。

市
長　

１　

使
用
料
は
、
利
用

団
体
か
ら
何
度
も
話
が
あ
っ
た
。

市
が
指
定
管
理
者
の
た
め
、
平

米
当
た
り
の
使
用
料
を
８
円
か

ら
４
円
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

練
習
の
場
合
、
２
円
に
減
免
し

て
い
る
。県
所
有
で
は
あ
る
が
、

多
く
の
利
用
者
に
納
得
感
と
充

実
感
を
持
っ
て
利
用
し
て
い
た

だ
い
て
こ
そ
の
緑
地
と
思
う
の

で
、
話
は
し
て
い
き
た
い
。

健
康
福
祉
部
長　

２　

こ
ど
も

発
達
セ
ン
タ
ー
移
転
の
際
、
放

課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
機
能
を

拡
充
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
支
援

し
て
い
き
た
い
。
学
校
の
跡
地

利
用
は
庁
内
で
検
討
し
た
い
。

保
育
所
へ
の
訪
問
支
援
は
、
障

害
福
祉
課
の
発
達
支
援
専
門
員

が
巡
回
相
談
を
行
っ
て
い
る
の

で
、強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

身
を
削
る
べ
き

公
務
員
の
退
職
金

川
又　

貞
男　

議
員

問　

先
日
の
新
聞
で
、
国
家
公

務
員
の
退
職
金
が
一
般
企
業
と

比
較
し
て
高
い
報
道
が
あ
っ
た
。

企
業
は
倒
産
す
る
心
配
が
あ
る

が
、
公
務
員
は
一
生
働
け
る
の

で
身
を
削
る
必
要
が
あ
る
。
取

手
市
職
員
の
退
職
金
は
国
家
公

務
員
と
比
べ
て
ど
う
な
の
か
。

総
務
部
長　

給
与
体
系
が
、
国

家
公
務
員
は
10
級
ま
で
、
取
手

市
は
７
級
ま
で
。
単
純
に
比
較

は
難
し
い
が
、
給
与
そ
の
も
の

も
県
内
自
治
体
と
比
べ
て
高
く

な
い
の
で
、
退
職
金
も
高
く
な

い
と
考
え
る
。

問　

高
齢
化
が
進
み
、
税
収
が

増
え
る
見
込
み
が
な
い
中
、
支

出
は
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
う
い
う
点
か
ら
、
今
後
３
年

間
の
退
職
者
数
と
退
職
金
合
計

額
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

総
務
部
参
事　

定
年
退
職
者
は

今
年
度
40
人
、
来
年
度
36
人
、

再
来
年
度
32
人
。
退
職
金
は
運

営
す
る
茨
城
県
総
合
事
務
組
合

市
か
ら
の
移
管
を
！

ふ
れ
あ
い
道
路

渡わ
た

部な
べ　

日
出
雄　

議
員

問　

ふ
れ
あ
い
道
路
の
維
持
管

理
費
は
、
路
面
舗
装
で
24
年
度

予
算
１
億
１
０
０
万
が
計
上
さ

れ
、
市
負
担
60
％
、
国
県
補
助

40
％
。す
べ
て
の
維
持
費
用
は
。

建
設
部
長　

23
年
度
は
、
約
８

９
１
０
万
円
。

問　

ふ
れ
あ
い
道
路
は
、
国
道

２
９
４
号
線
を
補
完
す
る
ど
こ

ろ
か
、
国
道
と
二
分
し
て
い
る

産
業
道
路
と
感
じ
て
い
る
が
、

使
用
料
を
運
動
公
園
並
み
へ
！

北
浦
川
緑
地

入
江　

洋
一　

議
員

問　

１　

北
浦
川
緑
地
の
使
用

料
に
つ
い
て
、
他
の
運
動
公
園

等
に
比
べ
て
使
用
料
が
高
い
。

県
の
施
設
だ
が
、
市
は
指
定
管

理
者
な
の
で
、
県
と
十
分
に
協

議
し
て
、
他
施
設
並
み
の
使
用

料
に
で
き
な
い
か
。

２　

障
害
を
持
つ
児
童
の
放
課

後
及
び
長
期
休
暇
時
の
受
け
入

い
の
が
実
情
。
よ
く
勉
強
し
て

い
き
た
い
。

※
１
・
減
価
償
却
…
固
定
資
産

購
入
に
要
し
た
支
出
を
当
該
資

産
使
用
可
能
期
間
中
で
配
分
す

る
会
計
上
の
手
法

※
２
・
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
…
貸

借
対
照
表
。
企
業
等
の
あ
る
時

点
で
の
資
産
・
負
債
等
を
表
す
。

へ
の
負
担
金
と
し
て
、
一
時
金

も
合
わ
せ
て
、
年
間
約
９
億
５

０
０
０
万
円
に
な
る
。

問　

市
の
財
政
上
、
大
変
大
き

な
金
額
だ
。
事
業
が
縮
小
し
て

い
く
と
、
退
職
金
の
積
み
立
て

を
使
い
出
し
た
り
す
る
会
社
も

あ
る
。
公
務
員
は
そ
れ
と
比
べ

て
非
常
に
安
定
し
て
い
る
の
で
、

や
は
り
身
を
削
る
こ
と
が
大
事
。

ふれあい道路

と
な
る
も
の
は
、
し
っ
か
り
と

検
討
し
て
い
る
。
お
金
の
面
で

も
、
県
の
合
併
支
援
金
に
は
期

限
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
考
え

る
と
、
こ
れ
以
上
時
間
を
延
ば

さ
ず
、
早
く
確
定
さ
せ
て
い
き

た
い
。
確
定
す
べ
き
も
の
を

確
定
さ
せ
て
前
進
さ
せ
る
こ
と

と
、
民
間
事
業
者
の
建
物
等
が

広
い
意
味
で
の
ウ
ェ
ル
ネ
ス
で

使
え
る
余
地
が
あ
る
の
で
は
と

い
う
議
論
は
、
切
り
離
し
て
考

え
な
い
と
物
事
は
進
ま
な
い
。

北浦川緑地


